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生物が生産した糖，炭化水素，脂肪などの
バイオマスを加工した燃料（バイオ燃料）のう
ち，光合成生物由来のバイオ燃料を使用す
ることで，地球温暖化の原因となる，大気中
の二酸化炭素濃度の上昇を抑えることがで
きます。このことから，地球の温暖化抑制と，
石油や石炭などの枯渇性資源代替の一つと
して，利用されはじめています。しかし，現時
点ではコストが高いことが問題となり，普及し
ていません。また，農産物を原料とするバイ
オ燃料では，食料・飼料との耕作地の競合と
いう課題があります。
本研究では，バイオ燃料の原料となる油脂の生産効率が高く（陸上植物と比較し
て面積当り数十〜数百倍），耕作地が不要なために食料・飼料との競合のない，微
細藻類を用いて，安定的に油脂を高生産する系の開発を行っています。実験は，主
に強酸性の温泉から単離された単細胞藻類のシアニディオシゾン（通称シゾン）を
用いて解析を行っています。シゾンはゲノムが100％解読されているため，ゲノム情
報に基づいた解析が可能で，本研究の特徴となっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

光合成 
加工→燃料 

燃焼 

藻類は，飢餓状態など，細胞増殖が阻害された状態で油脂を大量に生産します。油脂を効率よく生産する

には，細胞が増殖しながら油脂を生産する条件が求められます。シゾンを様々な条件で培養し，油脂の生産

効率を解析した結果，油脂を大量に生産し，細胞増殖の阻害の少ない培地を開発しました。

現在，どのようなメカニ
ズムで油脂生産が増大

したかを解析しています。
また，よりよい藻類を求

め，新規藻類を単離し，
油脂の生産性などを解

析しています。


